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［成果の内容］ 

つくば市の水田（100m×54m、土壌総 Cd 濃度 0.35 mg kg-1）を調査対象としました。

灌漑水および排水の量は、三角堰を設置して水位の変動をモニタリングし、水位―流量の

回帰式により水量を求めました。灌漑水および排水の採水を水稲栽培期間中の降水の無い

日を選び、1 回／週の以上の頻度で合計 24 回行い、試料中の溶存態及び懸濁態 Cd 濃度を

分析しました。降水中 Cd 量は 2003.5-2005.11 のつくば市の降水中 Cd 濃度を測定し計算

しました。Cd の下方浸透量は、2002 年の土壌溶液試料中（水田の周囲 5 地点で合計 8 回

採水）の Cd 濃度と浸透水量から計算しました。肥料中の Cd 濃度は日本の水田で用いら

れるリン酸肥料の平均的な値である 20 mg kg-1 P2O5 を用いて計算しました。 

1年間のCd収支は、肥料、降水、灌漑水により3192 mg ha-1のCdが供給され、排水、

玄米の収穫、下方浸透により792 mg ha-1のCdが持ち出され、土壌へのCd負荷量は2400 
mg ha-1でした（図1）。Cdの供給源としては肥料の寄与(2000 mg ha-1)が最も大きく、

作土量を 1500 t（厚さ15cm、100m×100m、仮比重1）とすると、水稲栽培1回あたりの

土壌中Cd濃度の上昇分は1.6 μg kg-1と推定され、土壌総Cd濃度と比較すると非常に小さ

いことがわかりました。 
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カドミウム非汚染水田における年間カドミウム収支 

［要約］ 

つくば市水田を調査対象としたカドミウム収支計算の結果、肥料・降水・灌漑水による

3.2g ha-1 年-1 の供給、排水・玄米の収穫による 0.8g ha-1 年-1 の持ち出しとなりました。

土壌カドミウム濃度の上昇は 1.6 μg kg-1 年-1 と推定され、土壌総カドミウム濃度（0.35 
mg kg-1）と比較すると非常に小さいことがわかりました。 

［背景と目的］ 

コーデックス委員会において精米中のカドミウム（Cd）の国際基準値（0.4 mg kg-1）が

合意されました。農林水産省による Cd 非汚染地域のコメの全国実態調査で玄米 Cd 含

有量は平均して 0.06 mg kg-1 ですが、非汚染水田における年間 Cd 収支の評価はされて

おらず、コメの Cd 含有量に与える影響は不明です。ここでは、水稲を栽培する非汚染

水田における土壌 Cd 濃度の年間変化を推定することを目的としました。 
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初期のカドミウム濃度 灌漑水 ＜ 排水

栽培初期は水田から流域へ
のカドミウム流出が認められ
ました。

田植え期以降にはカドミウム
が蓄積する傾向に転じ，その
起源としては灌漑水よりも降
水の寄与が大きい値でした。

持ち出される玄米よりも水田に戻される稲わらのカドミウム吸収量が大きい値でした。

カドミウム供給量 3192mg
カドミウム持ち出し量 792mg （稲わらは全量水田に戻されます。）
土壌カドミウム濃度の上昇 2400mg ÷（1.5x106）kg 土壌 ＝ 1.6 μg kg-1
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図1 １年間のカドミウム収支試算

表4．水稲の収量とカドミウム吸収量

収穫時期

茎葉 枝梗 籾がら 玄米 茎葉 枝梗 籾がら 玄米 茎葉 枝梗 籾がら 玄米
2005/9/9 6998 258 1621 5856 0.1 0.1 0.02 0.02 938 35 35 128

収量(乾物 kg ha-1
) Cd濃度(mg kg

-1
) Cd吸収量(mg ha

-1
)

表1．灌漑水・排水のカドミウム濃度（平均値）

溶存態 懸濁態 溶存態 懸濁態
灌漑開始
（4/23～4/27） 0.02 0.04 0.32 0.01
代かき
（4/28～5/1） 0.01 0.06 0.29 0.20
田植え
（5/2） 0.01 0.09 0.16 0.39
中干し前
（5/3～6/13） 0.01 0.01 0.03 0.03
中干し後
（7/17～8/28） 0.01 0.01 0.01 0.02

灌漑水 排水
単位：μg L

-1

灌漑水量 降水量 流入 排水量
合計

灌漑開始
（4/23～4/27） 226 81 307 127
代かき
（4/28～5/1） 214 0 214 205
田植え
（5/2） 3 123 126 152
中干し前
（5/3～6/13） 706 519 1225 712
中干し中
（6/14～7/16） 93 773 866 712
中干し後
（7/17～8/28） 2665 1528 4193 4375

合計（m
3
） 3906 3025 6931 6283

表2．栽培期間中の灌漑水量、降水量、排水量

排出 収支
灌漑水 降水 合計 排水

灌漑開始
（4/23～4/27） 13.1 27.8 40.9 75.9 -35.0
代かき
（4/28～5/1） 31.1 0.0 31.1 138.8 -107.8
田植え
（5/2） 0.6 13.0 13.5 154.9 -141.5
中干し前
（5/3～6/13） 28.5 61.1 108.1 60.6 47.6
中干し中
（6/14～7/16） 4.8 79.6 84.4 28.1 56.3
中干し後
（7/17～8/28） 75.9 357.4 433.3 115.1 318.1

合計（mg） 172 539 711 573 138

表3．栽培期間中の水田へのカドミウム流入・流出量
単位：mg ha-1

流入

表2

表3

表4

表1
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